8-4-27　品質向上専門委員会

1. 品質向上専門委員会予算

マネジメントシステム委員会に含まれる

2. 主な活動の記録
(1) 活動の目的
エラー防止、品質向上について、改善しなければならない課題は多く、管理技術面からアプローチしたエラー防止策や業務品質の向上策を提案することを目的とした。一方、専門技術面のエラー防止については、技術部会の各専門委員会の取り組みが行われており、合わせて活用することでより効果的になると思われる。
(2) 委員会の開催
・専門委員会の開催：10回
(3) 品質セミナーへの参加

・名称：品質セミナー“エラー防止のために”

・開催時期：平成18年10月

・開催地：当協会9支部の9会場

・主催：技術委員会照査に関する特別WG
・セミナー参加者：全会場で約900名（その内約180名は発注者）

平成18年10月に「平成18年度品質セミナー“エラー防止のために”」を開催し、照査に関する特別WGと共同で講師陣を務めた。当委員会のプログラムは、「エラーの実態と効果的な照査の事例紹介」とし、50分の講演を行った。専門技術面のプログラムでは、道路、橋梁、河川構造物、土質等のエラー事例について技術的な分析が行われた。
(4) 調査検討事項
品質セミナーの実施にあたり、エラーの実態および各社の照査の仕組みを調査した。
エラーの実態調査は、昨年度の品質セミナーのテキスト「エラー事例集」の事例に基づき、管理技術面からみた原因究明を行い、その改善策と課題を整理した。その結果、改善すべき事項として、照査体制の確立、専門知識の向上、設計協議や変更の伝達等コミュニケーションの重要性が挙げられた。これらの改善策を推進するためには課題もあり、照査体制については、経営資源（人材や時間）、照査システム、技術
者の力量等のマネジメントが重要となり、専門知識については、教育、研修、OJT並びに力量不足をフォローする仕組み、データ管理システム、情報共有システム、業務リスクに係わるマネジメント等が重要となる。これらの問題解決のために有効な方策を引き続き提示する必要があると考えている。
照査の仕組みについては、エラー防止の最も重要な要素であるので、当委員会メンバー各社の照査方法を調査し、事例として紹介した。照査の実効性を上げる工夫が示されており、たとえば、今後全国的に展開されようとする詳細設計成果クロスチェックの仕組みを全社的に取り入れ、業務の難易度や規模により、実行しやすいよう照査の仕組みに重みを付けたり、照査結果を積極的に設計協議の場で活用するなどの方法が紹介された。
(5) VE勉強会の開催
・VE勉強会“公共事業におけるVEの動向について”

・開催日：平成19年2月14日

・場所：建設コンサルタンツ協会会議室

・講師：横田尚哉（ﾊﾟｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ(株)）

・参加者：12名

VE（バリュー・エンジニアリング）はコスト管理における重要なマネジメント手法であり、最近の動向について意見交換を行った。VEの有効性は認識されつつあり、一部の地整でVE研修会を行うなど今後の展開が注目される。
3. 次年度の活動について
次年度は、業務評価の良好な成功事例に基づき、その要因や施策を抽出し整理することで有効な改善策を提示する。エラー防止のための業務マネジメントは、最良のプロセスの確立を目標とすることから成功事例に着目しアプローチする。これらの成果は、品質セミナーや当協会ホームページで紹介する。
（品質向上専門委員会委員長　佐藤　修二）
